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吸気及乙知事気定常流を最適化することで圧制

笹昨朝主に震濯をあたえずにガス力li悌γできるこ
と力需琶君できた。

@旦三11Jj 回 ・

第1図

25 

25 

i~\ へ k 1¥ 
~~ ' ?'~ ot ~r' 

-5 -100 

700 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

-5 -100 

つ
E
]
@
E
2
0〉

コE
]
ω
E
2
0〉

昨年の本大会で妨マ161害者口元Eをフィード
パックして時気弁を能動的に制御した理想

CPAP方式を提案鼓したわt今回は能動タイ
邦軍気弁を用いて2相2値の圧力を取り，圧サ
ポートち司自民却調印古式ι痴見乃司自国主を擬す
した。また定常荒ち設定圧力1:Jii1;iじて増威しガ

ス江沼酪9を言切だ。
貴闘タイ邦軍気弁として崎固と同昂を使用し

た。

今回￠噴貫でl訓控室~位D人工明鴎罰則に可

変定常清原をつなぎ、 Yピース音防圧力をフィ
ードパック圧力とし切手気弁を制御し，気重内

圧を目標とすa王力lこ保つように市臨Pを行った。
明良lま/¥ンスlレドルフ祖塞担割反シミュレータ“

シリーズ1101"を使用し、コンブライアンス
ぬnναnHρ、気富島市5crnH20/ν.~
とした。

吸気圧10.2'α抑制ρ，呼司王:5，15crnH2
0匿庭定常荒12αJMO::崎江'PV力一ブを第1
図lこシラミす。どちらも設定圧力士1αnH20以内

口t)(!まっており，立ち上がり立下り慢潤到こ0.
05秒以内て務旺0YdY101こ達している。
次に吸気定常流を最だ荒量プラス 1α...1M@!
安疏量を101..JMとし力輔の難を行っ乙

吸気圧 102αmH20，昨気圧51αmH20
のときの円/カーブを第2図に示す。
定常流を吸気昭気で変化させても圧力特性に

は大きな変{凶立男られす，良好な圧力特性力鳴ら

れること力鴨認され疋。

以上のように本システムと醇吸シミュレータ

を用いた実験で，吸気相及び寧安部Eでほとんど圧
力力塑勤しなし溜想的 CPAPと矩形劇犬の切

れのよい2相2値の圧需雌阪漂立見の司能性を示




